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ひとこと：研削加工、切削加工に関する研究を行っています。

　　　　　

超精密研削加工や内面研削加工の高能率・高精度化を対象にする一方、最近

　　　　　

水道水だけでの加工でも錆の発生を防止できる電気防錆加工法を開発しました。

１

電気防錆加工法の開発

水道水を加工液にして、廃液処理が不要

となる電気防錆加工法を開発しました。

究極の低公害を実現するものとして期待

されており、特許申請中です。

２。知能的自動制御加工法の開発

　　

ニューラルネットワーク理論と予見フア

　　

ジイ推論を適用した知能的自動制御加工

　　

法の開発を進めています。これによって

　　

熟練者の卓越した技能の取り込みが可能

　　

になります。

３。寸法誤差ゼロ研削加工技術の開発

　　

加工中の熱変形量を考慮し、砥石の選定、

　　

加工条件の設定指針を与え、研削加工に

　　

おける寸法・形状の高精度化、仕上面粗

　　

さの高品質化、高能率化、ならびにナノ

　　

マイクロ研削を実現する技術を開発して

　　

います。

４。新型タッチセンサの開発

　　

砥石接触点を40ミクロン前から検知可能

　　

なタッチセンサを開発しました。研削液

　　

噴出現象を応用したものです。

５。研削加工における熱変形量のインプロセ

　　

ス計測技術の開発

６．創造力開発ツールの開発

円筒研削における電気防錆加工法

電気防錆加工法による防錆効果
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電気防錆水中保管装置

キーワード：

　

ナノ・マイクロ研削、電気防錆加工、タッチセンサー、

　　　　　　

インテリジェント制御、加工中の熱変形、創造力開発
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キーワード用語集（塚本

眞

也先生）

ナノ・マイクロ研削

電気防錆加工・

タッチセンサー・

・研削加工で実現される超精密加工はナノ・マイクロ研削と称

　

されている。これを実現するためには、砥石製造技術の革新

　

が不可欠であるとともに、工作物と砥石の熱変形量を考慮し

　

た寸法生成過程を緻密に計測することが重要となる。私の研

　

究室では、この分野の研究を精力的に実施している。

・工作物にマイナス極を接続して、プラス極に接続したノズル

　

から水を供給して数ミリボルトの直流電流を印可すれば、防

　

錆剤の入っていない水で機械加工しても、錆の発生を防止し

　

た加工が実現できる。この電気防錆加工は近未来完全エコマ

　

シニングの第川|矣補である。本研究に関する基本特許と応用

　

特許は既に申請中である。

・研削加工において、工作物と砥石との研削開始点が定量的に

　

予測できれば、空転時間を完全に削減できる結果、能率を２

　

倍に向上可能となる。このタッチセンサーを私の研究室では

　

開発し、既に特許申請は終了しており、現在実用化段階の研

　

究を遂行しており、製品化実施の企業を募集している。

インテリジェント制御・・従来型のブロック線図による制御理論は、柔軟性に欠けてい

　　　　　　　　　　　　

たため、研削加工には適用されていない。それに対し、私の

　　　　　　　　　　　　

研究室で開発したニューロ・ファジイ制御は、インテリジェ

　　　　　　　　　　　　

ント制御と呼ばれ、研削条件と結果との関係をある程度ブラ

　　　　　　　　　　　　

ックボックス化することが可能で。非常に柔軟かつ適用可能

　　　　　　　　　　　　

性の高い制御システムである。これを適用した研削加工では

　　　　　　　　　　　　

能率本研究は、精密工学会賞を受賞した研究成果である。

加工中の熱変形・

創造力開発・

・研削においては、加工熱が工作物へ流入し、工作物直径が膨

　

張した状態で加工される。したがって、加工中の熱膨張量は

　

そのまま加工後に収縮することで寸法誤差に影響する。私の

　

研究室では、この熱膨張・収縮量をインプロセスで計測する

　

技術を開発した。既に、特許申請済みで製品化企業を募集し

　

ている。

・独創的な新製品を着想するためのツールを開発した。この研

　

究成果は日本機械学会教育賞を受賞しており、現在ツール開

　

発を実行している。
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